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会・委員 

国土交通省

0 1 0 3 0 28

前田隆浩・教授 五島保健所地域・職域連携推進協議会 委員 五島市保健所

前田隆浩・教授
長崎県医師会医療政策・診療報酬対策協議
委員会 委員 

長崎県医師会

前田隆浩・教授
ながさき健康・省エネ住宅推進協議会・副
会長

長崎県

前田隆浩・教授 五島市保健対策推進協議会・委員  五島市
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

前田隆浩・教授
日本プライマリ・ケア連合学会島嶼及び僻
地医療委員会・副委員長

日本プライマリ・ケア連合学会

前田隆浩・教授
日本プライマリ・ケア連合学会長崎県支部
会・会長

日本プライマリ・ケア連合学会

前田隆浩・教授 日本プライマリ・ケア連合学会・理事 日本プライマリ・ケア連合学会

前田隆浩・教授
日本プライマリ・ケア連合学会大学ネット
ワーク委員会・ 委員長

日本プライマリ・ケア連合学会

前田隆浩・教授
全国医学部長病院長会議地域医療調査実施
委員会・委員

全国医学部長病院長会議

前田隆浩・教授
全国医学部長病院長会議地域医療検討委員
会 委員 

全国医学部長病院長会議

前田隆浩・教授 日本病院総合診療医学会・理事 日本病院総合診療医学会

前田隆浩・教授 日本生理人類学会・評議員 日本生理人類学会

前田隆浩・教授
長崎県五島中央病院群研修管理委員会・委
員 

五島中央病院

前田隆浩・教授 長崎県五島中央病院倫理委員会 委員  五島中央病院

前田隆浩・教授 全国地域医療教育協議会 顧問 全国地域医療教育協議会

前田隆浩・教授 平戸市立病院あり方検討委員会 平戸市

野中文陽・講師 五島保健所地域・職域連携推進協議会委員 長崎県五島保健所

野中文陽・講師
五島市糖尿病性腎臓病重症化予防事業推進
連絡会

五島市国保市民生活部健康政策課

前田隆浩・教授
自治医科大学地域医療フォーラム実行委員
会 副委員長 

自治医科大学

野中文陽・講師
長崎県五島中央病院臨床研修管理委員会委
員

長崎県五島中央病院

宮田　潤・助教 九州・沖縄ブロック代議員 日本疫学会

宮田　潤・助教 九州ブロック代議員 日本プライマリ・ケア連合学会

野中文陽・講師
長崎地域糖尿病療養指導士認定委員会　認
定委員、研修委員、地域連携委員

長崎地域糖尿病療養指導士認定委員会

野中文陽・講師
患者視点に立ったリウマチ疾患のアンメッ
トメディカルニーズの「見える」化と社会
実装に資する

令和 6 年度厚生労働省科学研究費補助金（免
疫・アレルギー疾患政研究事業）研究班

宮田　潤・助教 協議員
長崎県五島中央病院 認知症疾患医療センター
地域連携協議会

宮田　潤・助教
2024年度家庭医療専門医試験 ポートフォリ
オ評価者

日本プライマリ・ケア連合学会

宮田　潤・助教 島嶼およびへき地医療委員会委員 日本プライマリ・ケア連合学会

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「多疾患併
存は高齢者の加齢性身体機能低下とどのよう
な疫学的関連性があるのか」

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「甲状腺の
有するエネルギー調整機能の動脈硬化指標へ
の影響の解明」

研　究　題　目

前田隆浩・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「HTLV-1の
分子系統別疾患感受性の解明と層別化コホー
ト研究の構築」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「Mixed
Realityと人工知能で実現する関節リウマチ遠
隔医療システムの構築」
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特 許

その他
 非常勤講師

 新聞等に掲載された活動

宮田　潤・助教
公益財団法人 日本二分脊椎・水
頭症研究振興財団

代表
研究助成　「既存の地域住民コホート研究
データを用いた繊毛鞭毛関連タンパク遺伝子
変異と特発性正常圧水頭症との関連の検討」

野中文陽・講師 日本学術振興会 代表

科学研究費助成事業　基盤研究(B)「コホート
を用いた歯周病と全身炎症を繋ぐ分子基盤の
解明と病態制御への応用」

野中文陽・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「オンライ
ンでの双方向性連携を活用した県内の医療施
設での糖尿病治療標準化への有効性」

科学研究費助成事業　若手研究「Mixed
Reality技術とAIで切り拓く関節リウマチ遠隔
専門医療基盤の構築」

野中文陽・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「Mixed
Realityと人工知能で実現する関節リウマチ遠
隔医療システムの構築」

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

宮田　潤・助教 AMI株式会社 分担
日本の地域集団における心音図検査による大
動脈弁狭窄症の実態調査と検査性能の評価

宮田　潤・助教
公益財団法人ファイザーヘルス
リサーチ振興財団

分担
国内共同研究－満39歳以下「リアルワールド
データを用いた我が国のオンライン診療の実
態とアウトカムに関する研究」

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

前田隆浩・教授 非常勤講師（人体の構造と機能及び疾病） 長崎純心大学

前田隆浩・教授 新規ヒト形質細胞様樹状細胞株 2005年8月12日 2012年6月15日 特許第5011520号

野中文陽・講師 非常勤講師（しまの健康実習） 長崎県立大学

前田隆浩・教授 非常勤講師（地域医療学総論） 自治医科大学

野中文陽・講師
非常勤講師（人体の構造と機能及び疾病
Ⅱ）

長崎純心大学

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

野中文陽・講師

モバイルクリニック運行開始
から1年半で54人、323回の診
療-野中文陽・長崎大学離島
医療研究所助教に聞く◆
Vol.3

M3.com ニュース 2024年9月12日
長崎大学の協働する五島市モ
バイルクリニック事業につい
て説明を行った。

野中文陽・講師
ぎゅっと！長崎　▽離島医療
を支えるモバイルクリニック

NHK長崎放送局 2024年4月5日
長崎大学の協働する五島市モ
バイルクリニック事業につい
て説明を行った。

野中文陽・講師

五島市は2023年1月からD to
P with Nのモバイルクリニッ
ク開始-野中文陽・長崎大学
離島医療研究所助教に聞く◆
Vol.2

M3.com ニュース 2024年9月6日
長崎大学の協働する五島市モ
バイルクリニック事業につい
て説明を行った。

野中文陽・講師

離島医療に携わるきっかけは
1週間の離島実習-野中文陽・
長崎大学離島医療研究所助教
に聞く◆Vol.1

M3.com ニュース 2024年8月30日
長崎大学の離島実習について
説明を行った。
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 学術賞受賞

野中文陽・講師 第16回良順教育賞 長崎大学

2018年に離島・へき地医療学
講座の助教に着任し、五島市
を含む長崎県の離島地域にお
いて、医学部医学科を含む多
学科の学生実習を担当し、医
療人材育成のための様々な取
り組みを行ってきた。その貢
献と功績が認められ、表彰を
受けた。

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

前田隆浩・教授
五島市市制施行20周年記念特別
功労賞

五島市

2004年に離島・へき地医療学
講座の教授に着任し、長年に
わたり、五島市を含む長崎県
の離島地域において、地域医
療の質の向上や医療人材育成
のための様々な取り組みを
行ってきた。その貢献と功績
が認められ、表彰を受けた。
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